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このマニュアルについて

コントロールプレーンとユーザープレーンの分離（CUPS）は、StarOSベースの製品の 3G、
4G、および 5Gのネットワークでの展開方法におけるアーキテクチャ上の著しい変更を表しま
す。このドキュメントでは、3G/4Gネットワークに展開されたこの 3G/4G CUPS製品で特にサ
ポートされている機能に関する情報を提供します。レガシー製品またはCUPS以外の製品で以
前サポートされていた機能がこの製品でもサポートされていると想定しないでください。レガ

シー製品またはCUPS以外の製品または機能への言及は、情報提供のみを目的としています。
さらに、このドキュメントで言及されている構成（コマンド、統計、属性、MIBオブジェク
ト、アラーム、ログ、サービスを含むがこれらに限定されない）が、レガシー製品またはCUPS
以外の製品との機能的な同等性を示すと想定しないでください。この製品とレガシー製品また

は CUPS以外の製品間のパリティについてのご質問は、シスコのアカウント担当者またはサ
ポート担当者にお問い合わせください。

（注）

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザインターフェイ

スにハードコードされている言語、RFPのドキュメントに基づいて使用されている言語、また
は参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在

する場合があります。

（注）

このドキュメントでは、3GPP Evolved Packet Core（EPC）が進化したアーキテクチャであるコ
ントロールプレーンとユーザープレーンの分離（CUPS）の概要を示します。このアーキテク
チャでは、S-GWと P-GWが構成要素であるユーザープレーン機能とコントロールプレーン機
能に分離されています。

•使用する表記法（viページ）
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使用する表記法
次の表に、このマニュアル全体で使用される表記法を示します。

説明通知タイプ

重要な機能または手順に関する情報を提

供します。

情報メモ

プログラム、デバイス、またはシステム

に損傷を与えるおそれがあることを注意

喚起します。

注意

人身傷害または死亡事故のおそれがある

ことを警告します。また、電気的障害の

おそれがあることを警告する場合もあり

ます。

警告

説明書体の表記法

この書体は、端末画面に表示されるディスプレイを

表します。次に例を示します。

ログイン：

スクリーンディスプレイとして

表されるテキスト

この書体は、入力したコマンドを表します。次に例

を示します。

show ip access-list

このマニュアルでは、コマンドの完全表記に常に小

文字を使用しています。コマンドには、大文字と小

文字の区別はありません。

として表現されるテキスト
commands

この書体は、コマンドの一部である変数を表しま

す。次に例を示します。

show card slot_number

slot_numberは、目的のシャーシのスロット番号を表
す変数です。

command変数として表されるテ
キスト

この書体は、ソフトウェアアプリケーション内でア

クセスするメニューとサブメニューを表します。次

に例を示します。

[File]メニュー、[New]の順にクリックてください。

メニュー名またはサブメニュー

名として表されるテキスト

Ultra Packet Core CUPS概要ガイドリリース 21.28
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第 1 章

概要

コントロールプレーンとユーザープレーンの分離（CUPS）は、3GPPEvolvedPacketCore（EPC）
の進化型アーキテクチャであり、S-GWと P-GWが構成要素のユーザープレーン機能とコント
ロールプレーン機能に分離されます。CUPSにより、ソフトウェア定義ネットワーキング（SDN）
とネットワーク機能の仮想化（NFV）の実装に適した、より高い柔軟性と独立した拡張性が可
能になります。CUPSは、進化したノード間で保持されるGPRSトンネリングプロトコル（GTP）
によって提供されるモビリティ制御の維持にも役立ちます。

CUPSを備えた Cisco Ultra Services Platform（USP）

Cisco Ultra Packet Core（UPC）は、シスコのUPCと Service Functioning Chaining（SFC）テクノ
ロジーを単一の統合仮想ネットワーク機能（VNF）にまとめた仮想パケットコア（VPC）ソ
リューションです。また、この緊密に結合された一群のテクノロジーのオンボーディング、イ

ンスタンス化、動作を自動化および簡素化する一連のツールも提供します。

3GPP標準アーキテクチャの拡張に準拠し、シスコはコントロールプレーンとユーザープレー
ンの機能を分離することにより、EPCの動作を強化しました。CUPSの一環として、パケット
ゲートウェイアプリケーションは独立したコンポーネント（コントロールプレーンとユーザー

プレーン）に分割されます。Cisco CUPSソリューションは、S-GWと P-GWの最適化された組
み合わせである SAEGWを活用します。SAEGW-Cは Cisco UPC CUPSのコントロールプレー
ン（CP）であり、SAEGW-Uは Cisco UPC CUPSのユーザープレーン（UP）です。

• CUPSの利点と使用例（1ページ）
•プラットフォーム要件（2ページ）
• VNFテナントネットワーク（3ページ）
•ライセンス要件（4ページ）
•標準準拠（4ページ）
•アーキテクチャ（4ページ）
•展開シナリオ（13ページ）

CUPSの利点と使用例
Cisco UPC CUPSの利点と使用例は次のとおりです。
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•モバイルネットワークの要件ごとにコントロールプレーンとユーザープレーンを個別にス
ケーリングする機能。

•データセンターのコストは、CPとUPの特定のSLAニーズにそれぞれ対応する異なるデー
タセンターでコントロールプレーンとユーザープレーンをホストすることで最適化が可

能。

•エッジでデータを終端することで、バックホールコストを節減。

•さまざまなアプリケーション用に特化した UPを持てる柔軟性。

• PDNあたりのマルチギガビットのスループット。

•超低遅延の使用例に対応する機能。

•モバイルエッジコンピューティングの有効化。

• 3GPP準拠の CUPSソリューション。

• CUPS UPの任意の組み合わせを処理できる柔軟な CUPS CP。

• 5Gデータレートと調整済みのCUPSアーキテクチャをサポートする機能を備えた 5G対応
ソリューション。

•本格的なインライン SPI/DPI機能。

• CUPS CPがすべての設定、統計、ログ、合法的傍受管理のワンストップ機能である、簡素
化された CUPS管理。

• CUPS CP、CUPS UP、または独立した機能のいずれかで X3アグリゲータ機能を見つける
オプションを備えた、柔軟な CUPS合法的傍受ソリューション。

•さまざまな冗長性モデルと異なる使用例、および APN（VoLTE/インターネット）の IP
プール管理を実行するための自動化された方法。

プラットフォーム要件
Cisco UPC CUPSソリューションは、StarOSベースの VPCプラットフォームに基づいていま
す。

• CUPS CP：VPC分散型インスタンス（VPC-DI）またはVPC単一インスタンス（VPC-SI）
のいずれかに展開できます。

• CUPS UP：VPC-SIに展開可能

次の表に、VPC-DIまたはVPC-SIのどちらが使用されているかに関係なくCUPS展開に含まれ
る各コンピューティングノードの最小ハードウェア要件に関する情報を示します。

Ultra Packet Core CUPS概要ガイドリリース 21.28
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表 1 :ハードウェアの最小要件

ハードウェア

UCS C220 M5[ホストサーバ（Host Server）]

2 ✕ Intel® Xeon® Gold 6148（20コア@ 2.4GHz）プロセッサ

2 ✕ Intel® XL710デュアルポート 40G QSFP+NIC

384GBRAM

2 ✕ 1.6TB SSD RAID-1ローカルディスクストレージ

CUPSの展開については、シスコのアカウント担当者にお問い合わせください。（注）

VNFテナントネットワーク
次の図に、CUPSに通常必要なネットワークのタイプを示します。

次に、VNFMネットワーキングの要件と特定の役割について説明します。

•パブリックネットワーク：VMへの外部接続を提供します。パブリックネットワークから
のフローティング IPは、通常、HA VIPに関連付けられます。パブリックネットワークか
らのフローティング IPは、仮想リンクに割り当てるか、または関連付けることができま
す。

•管理ネットワーク：VMへの管理アクセスに使用される VIRTIO/VLANネットワーク。

Ultra Packet Core CUPS概要ガイドリリース 21.28
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•オーケストレーションネットワーク：自動化、監視、およびオーケストレーションのた
めに VNFMコンポーネントと VNFコンポーネントで使用される VIRTIO/VLANネット
ワーク。

• UP冗長性ネットワーク：CUPSで使用される SR-IOVフラットネットワークは、ICSR冗
長性での CPと UPを可能にします。

•追加ネットワーク：4G VNFサービスインターフェイスに必要な SR-IOVフラットネット
ワーク。

ライセンス要件
Cisco UPC CUPSソリューションには、特定のライセンスが必要です。特定のライセンス要件
の詳細については、シスコのアカウント担当者にお問い合わせください。ライセンスのインス

トールと確認の詳細については、『システム管理ガイド』の「ソフトウェア管理操作」の「ラ

イセンスキーの管理」の項を参照してください。

標準準拠
Cisco UPC CUPSソリューションは、次の標準に準拠しています。

• 3GPP TS 23.401：General Packet Radio Service (GPRS) enhancements for Evolved Universal
Terrestrial Radio Access Network (E-UTRAN) access。

• 3GPP TS 23.214：「Architecture enhancements for control and user plane separation of EPC nodes;
Stage 2」。

• 3GPP TS 29.244：Interface between the Control Plane and the User Plane of EPC - Stage 3。

アーキテクチャ
次の図に、Cisco UPC CUPSアーキテクチャを示します。
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図 1 : CUPSアーキテクチャ

Cisco UPC CUPSソリューションの CPと UPは、必要に応じて個別にスケールアップまたはス
ケールダウンできる独立した VNFとして動作します。

CUPS CP（SAEGW-C）
SAEGW-Cは、「プラットフォームの要件」の項で特定されている最小要件を満たすハード
ウェア上の Cisco USPプラットフォームでホストできます。SAEGW-Cは、どこに配置されて
いるか、およびどのプラットフォームでホストされているかを問わず複数のユーザープレーン

を制御できます。したがって、SAEGW-Cは異なるタイプが混在していても SAEGW-Uを制御
できます。SAEGW-Cは、制御対象となるすべてのSAEGW-Uに応じて、統計/バルク統計、ロ
ギング、LIインターセプトを集約/統合し、必要なノード設定（事前定義済み/静的ルール、APN
プロファイル情報、ACL情報などを含む）をプッシュします。したがって、SAEGW-Cは、オ
ペレータの CUPSソリューション管理の複雑さを簡素化するのに役立ちます。

SAEGW-Cは、ユーザープレーンとやり取りするために、3GPP標準ベースの Sxプロトコルを
サポートします。標準形式の3GPPSxは、ゲートウェイが必要とするすべての機能を対象とし
ているわけではません。そのため、CUPSでカスタム機能をサポートするために、プライベー
ト拡張機能が追加されています。プライベート拡張については、『Ultra Packet Core CUPS Sx

インターフェイス管理およびリファレンスガイド』を参照してください。

CUPS CP機能

CUPS CPには次の機能があります。

•セッションサブシステム
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• IPプールサブシステム

• AAAおよび冗長サブシステム

セッションサブシステム

説明機能

Sxノードレベルの関連付け手順をサポートします。UPの関連付け

現在、PFDの管理にはカスタム情報要素（IE）が使用されていま
す。パケットフィルタ検出は、拡張課金サービス（ECS）の静的で
事前定義されたルールを使用して UPをプログラムする Sxノード
レベルの手順です。

この手順は、アクセス制御リスト（ACL）など、他の設定をプッ
シュして UPをプログラムするためにも使用されます。

パケットフローの記述

（PFD）の管理

Sxセッションレベルの手順の統合と、Sxパラメータを使用した
UPのプログラミングをサポートします。セッション管理では、UP
からの Sxレポートも処理されます。

セッション管理

特定のセッションに対する UPの選択、適用可能な UPのデフォル
トまたは特定のグループへのグループ化、IPプールの割り当て、
さまざまなグループのさまざまな冗長性スキーム（VoLTE/IMSの
1:1の冗長性、インターネットのN:Mの冗長性など）をサポートし
ます。

UPの選択とグループ化

Sxからの使用状況レポートの処理をサポートし、Gz/CDR、Gyな
どの課金インターフェイスに合わせられるようにします。

課金/アカウンティング

X1およびX2の CPでの LI機能とUP LI（X3）の Sxインターフェ
イスを介した UPのプログラミングをサポートします。

LI

CPのセッションリカバリと ICSRをサポートします。CPの冗長性

Diameterスタックおよび GTPスタック機能を提供します。Diameter、GTP

3GPP TS 29.244で説明されているノードレベルおよびセッション
レベルの手順である Sx CP機能を提供します。

Sx-C

CPとUP間のトンネルを提供します。Sx-U機能は、IPv6のルータ
アドバタイズメント（RA）/ルータ要求（RS）の交換に使用されま
す。

Sx-U

Sxインターフェイス経由で受信した負荷/過負荷情報の検出と処理
をサポートします。

負荷/過負荷

IPプールサブシステム
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説明機能

UP全体に IPチャンクを分散するアルゴリズムをサポートし、リ
ソースとしての IPプールに関して発生するアドレスの無駄を最小
限に抑えます。このアルゴリズムは、複数のUPにまたがる IPチャ
ンクを自動的に管理します。

IPプールの管理

AAAおよび冗長サブシステム

説明機能

認証およびアカウンティングのためにAAAシステムとやり取りす
る機能を提供します。

AAA

CP冗長性、特にCP間で使用される Inter-chassis Session Redundancy
Protocol（ICSR）の使用をサポートします。

冗長性

UPからのチェックポイントの保存と、1:1および N:Mの UP冗長
性のロジックの処理をサポートします。

UP冗長性

CUPS CP（SAEGW-C）とサポートされている機能の詳細については、『Ultra Packet Core CUPS

コントロールプレーン管理ガイド』を参照してください。

CUPS UP（SAEGW-U）
SAEGW-U VNFは、「プラットフォーム要件」の項で特定された最小要件を満たすハードウェ
ア上の Cisco USPプラットフォームでホストできます。SAEGW-Uは、同じデータセンター内
のSAEGW-Cと同じ場所に配置することも、離れた別のデータセンターに配置することもでき
ます。詳細については、『Ultra Packet Core CUPSユーザープレーン管理ガイド』を参照して
ください。

CUPS UPの機能

CUPS UPには次の機能があります。

•セッションサブシステム

• IPプールサブシステム

•冗長サブシステム

セッションサブシステム

説明機能

SM_Uは、CPからのSxセッションレベルのプログラミン
グ命令をサポートしており、ユーザーセッションを作成お

よび管理します。また、SM_Uはフローからの初期パケッ
トを分類し、フローをSM_P/VPPにオフロードする前に、
命令を使用して SM_P/VPPをプログラムします。

Session Manager_User Plane
（SM_U）
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説明機能

SM_PはVPP（マルチスレッド）で実行され、オフロード
されたフローをサポートします。高スループットを提供す

るために、SM_Pはフロー/ストリームの形式で命令をイン
ストールし、SM_Uによって提供されるそれぞれのQoS、
課金、および転送のアクションを実行します。

Session Manager_Plugin（SM_P）

これらは、VPPに必要なプラットフォームフレームワー
クと、SM_Pがアプリケーションロジックで適合するモビ
リティ機能を提供します。

FastPath実行エンジンと VPP OS

IPサブシステム

説明機能

IPプール管理アルゴリズムから受信した IPチャンクの
BGPルートのアドバタイズをサポートします。また、他
の機能の中でも IPアドレスを検証します。

IPプールの管理

冗長サブシステム

説明機能

UPセッションリカバリ機能と UPの 1:1および N:M冗長
性をサポートします。

冗長性

CUPS UPイベントデータレコード（EDR）

CUPS UPノードは、EDRを生成するように設定できます。有効にすると、UPインスタンスは
サブスクライバの IPフローごとに個別のレコードを生成します。これらは、トランザクショ
ンの終了時（HTTP GET/POST要求など）または IPフローの終了時に生成されるように設定で
きます。これらのレコードに含まれる情報も設定可能です。生成されたレコードは UPのロー
カルストレージに一時的に保存され、後で SFTPを使用して、生成されたレコードを設定に
従って外部ストレージ/サーバーにプッシュします。詳細については、『Ultra Packet Core CUPS

ユーザープレーン管理ガイド』の「CUPSのイベントデータレコード」の章を参照してくださ
い。

CUPS UP冗長性

CUPS UPでは、次の 2種類の冗長性がサポートされています。

• 1:1の UP冗長性

• N:Mの UP冗長性

次の図に、UPノードをネットワークに冗長性を持たせて展開する方法を示します。
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図 2 : CUPS UP冗長性展開アーキテクチャ

Redundancy and Configuration Manager

Redundancy and Configuration Manager（RCM）は、次の機能を提供するシスコ独自のノードで
す。

• UPの設定管理

• RCMがサービスを提供するすべての UPからの情報のセッション状態ストレージ

• N:M冗長モードで展開される UPモニタリング

•スタンバイ UPの障害検知とセッション状態の復元

RCMの詳細については、『Redundancy and Configuration Manager Configuration and Administration
Guide』を参照してください。

1:1の UP冗長性

1:1展開モードでは、UPはホットスタンバイモードで展開されます。このモードでは、UPの
設定にのみRCMが必要です。TCP上の独自のプロトコル（Session Redundancy Protocol（SRP）
という）が 2つのUP間で使用され、アクティブ/スタンバイ状態をネゴシエートし、相互に監
視します。

状態のネゴシエーションが完了すると、セッション状態情報を交換するために、アクティブ

UPのセッションマネージャとスタンバイ UPのセッションマネージャとの間でピアツーピア
TCP接続が確立されます。セッション状態の一部として渡される情報には、次のものが含まれ
ます。

•通話/セッション ID

•ピア CPアドレス

•ユーザー ID情報（IMSI、MSISDN）

•トラフィックエンドポイントアドレス（QCI、eNodeBアドレスなど）

• APN-MBR
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•サブスクライバにインストールされたルール

•アカウンティング/使用状況情報

•統計情報

1:1の UP冗長性の詳細については、『Ultra Packet Core CUPSユーザープレーン管理ガイド』

の「4G CUPSの 1:1のユーザープレーン冗長性」の章を参照してください。

現在、VoLTE/IMSトラフィックをサポートする UPには 1:1 UP冗長性を使用することをお勧
めしますが、VoLTE/IMS以外のデータトラフィックをサポートする UPは 1:1または N:Mの
UP冗長性を実装できます。

（注）

N:Mの UP冗長性

N:M展開モードでは、UPはコールドスタンバイモードで展開されます。このモードでは、UP
の設定と監視、UPインスタンスの状態管理、アクティブな UPが失敗した場合のセッション
状態の保存と復元に RCMが必要です。

UPインスタンスとRCM間のインターフェイスは TCP上の独自のプロトコルで、1:1の冗長性
で使用されるものと同じです。Bidirectional Forwarding Detection（BFD）プロトコルは、UPイ
ンスタンスの障害を監視および検出するために使用されます。セッション状態情報を交換する

ために、アクティブな UPインスタンスのセッションマネージャと RCMの対応するチェック
ポイントマネージャの間でピアツーピア TCP接続が確立されます。

UPと RCMの間で交換されるセッション状態情報は、1:1冗長モードで交換される情報と同じ
です。チェックポイントマネージャは、受信したセッション状態情報をメモリに保存します。

アクティブUPの障害が検出されると、保存されているチェックポイント情報がスタンバイUP
のセッションマネージャにプッシュされ、セッション状態の復元に使用されます。

N:MのUP冗長性の詳細については、『Ultra Packet Core CUPSユーザープレーン管理ガイド』

の「N:Mの冗長性」の章を参照してください。

UPC CUPS Sxインターフェイス
Sxは、分割された P-GWのコントロールプレーンとユーザープレーンと、パケット転送制御
プロトコル（PFCP）サービスを提供する Evolved Packet Core（EPC）の S-GWアーキテクチャ
との間のインターフェイスです。Sxインターフェイスの主なタスクの 1つは、コントロール
プレーン機能を有効にし、ユーザーデータトラフィックの転送方法についてユーザープレーン

機能に指示することです。

Sxの一部である機能には次のものが含まれます。

•ハートビート手順

•パケット検出情報（PDI）の最適化

• Sx over IPsec
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詳細については、『Ultra Packet Core CUPS Sxインターフェイス管理およびリファレンスガイ

ド』を参照してください。

UPC CUPS VPP for Mobility
Vector Packet Processor for Mobility（VPPMOB）は、FD.io（高速データ：入力/出力）VPPに基
づくモビリティ中心のソリューションです。Cisco Vector Packet Processingテクノロジーを利用
して、仮想化された展開に高性能のパケット処理エンジン（転送プレーン）を提供します。

VPPは、ソフトウェアベースのネットワーク処理ユニット（NPU）であり、すぐに使用できる
生産品質のスイッチおよびルータ機能を提供する拡張可能なフレームワークをサポートしま

す。これは、市販の CPUで実行できる高性能のパケット処理スタックです。

アーキテクチャ

VPPは、有向グラフノードのセットです。グラフ内の各ノードは、パケット処理の特定のス
テップを実行します。各ノードは、1つの関数に対して最適化されています。たとえば、IP転
送情報ベース（FIB）ルックアップ、イーサネット処理などのためのグラフノードがあります。
そのため、パケット処理関数は一連のグラフノードに対して分割されます。VPPのユニークな
機能は、一度に最大256パケットのベクトル（「フレーム」ともいう）を処理することです。
これは、つまりベクトルに 256個のパケットがある場合、これらの 256個のパケットが IP FIB
ルックアップを通じて実行され、256個のパケットがユーザーデータグラムプロトコル（UDP）
処理を通じて実行されることを示します。

処理の開始時に、ドライバ（通常、データプレーン開発キット（DPDK））は回線をポーリン
グし、すべてのパケットをベクトルにグループ化し、それを処理の最初のステップである最初

のグラフノードに渡します。たとえば、イーサネット処理は、IPv4/IPv6などと同様に、最初
のグラフノードになることがあります。処理パスに基づいて、パケットは次の処理段階に移動

します。パケットは、処理状態に応じてパイプラインが分割されている場合にそのパイプライ

ン内を移動します。これにより、パイプラインアーキテクチャに従います。

VPPをコアとし、VPPMOBを一連の VPPプラグインとして使用すると、ソリューションは利
用可能なコアのサブセット上の単一のVMで実行されます。パケット処理は、サービスポート
からの着信パケットで実行され、一部のサブセットはカーネルと StarOs（NPUSIM、SM_Uな
ど）との間で中継されます。
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図に示すように、サービスポートは DPDKドライバに接続され、カーネルは「AF_Packet」と
呼ばれるインターフェイスを介して接続され、これら（サービスポートとカーネル）は VPP
に接続されます。

他のサブシステムは、バイナリ APIインターフェイスとMEMIFインターフェイスを使用して
VPPと通信します。NPUMGRは VPPを制御し、NPUSIMは VPPの機能を強化するための補
助処理レイヤとなり、セッションマネージャはサブスクライバを管理します。

バイナリ APIは、コンポーネントと VPP間の通信をサポートするだけでなく、通信に使用さ
れるメッセージング形式である 16進数データの交換も可能にします。

MEMIFは、NPUSIMと SM_UがVPPとパケットを交換するために使用する共有メモリベース
のメモリパケットインターフェイスです。各セッションマネージャアプリケーションインス

タンスには、MEMFIFインターフェイスがあります。

VPC-SI上の CUPS

コントロールプレーン（CP）には、VPC-DI/VPC-SIインスタンスで実行されているサブスクラ
イバポリシー、トラフィック分類ルールなどのすべての設定が含まれています。

UPは 1つ以上の VPC-SIインスタンスで構成され、CPと同じ場所に配置することも、ネット
ワークのエッジにリモートで展開することもできます。各 VPC-SIインスタンスには、VPPと
SM_Uのソフトウェアタスクを使用してサブスクライバデータセッションを処理する転送要
素が含まれています。SM_Uはトラフィックを分類し、データ処理をオフロードする前に、サ
ブスクライバに適用する必要があるポリシーを識別し、転送要素をプログラムします。

このモデルでは、VPPMOBは、NPUスタイルのフロー処理と IP転送機能の両方を備えたモビ
リティ転送ソリューションを提供するVPC-SIシステム上で実行されます。また、SM_PFastpath
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を実行して、SM_Uをオフロードします。NPUMGRと SM_Uの両方がVPPMOBの設定と管理
の責任を共有し、SM_Uは Fastpath関連の設定を担います。

詳細については、『 Ultra Packet Core CUPSコントロールプレーン管理ガイド』または『Ultra

Packet Core CUPSユーザープレーン管理ガイド』の「VPPサポート」の章を参照してくださ
い。

展開シナリオ
Cisco UPC CUPS SAEGW-Cおよび SAEGW-Uは、次のいずれかとして展開できます。

• P-GWのみ

• S-GWのみ

• SAEGW

SAEGW-Cおよび SAEGW-Uは、次のタイプのセッションの任意の組み合わせを固定できま
す。

•純粋な S-GW（Pure-S）：UEで SAEGWの S-GW部分を使用し、PDN接続が外部 P-GW
（SAEGWの一部ではない）で終端する場合。

•純粋な P-GW（Pure-P）：UEで外部 S-GW（SAEGWの一部ではない）を使用し、PDN接
続が SAEGWの P-GW部分内で終端する場合。

• S-GWと P-GWの組み合わせ：UEが同じ SAEGWサービスの S-GWと P-GWの両方の部
分を使用する場合。

Cisco UPC CUPSは、次の方法で展開できます。

• CUPSの共存

•リモート CUPS

CUPSの共存
CUPSの共存では、SAEGW-C VNFと SAEGW-U（複数）VNFの両方が同じデータセンターに
配置され、同じ展開インスタンスの一部になります。
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リモート CUPS
リモートCUPSでは、コントロールプレーンとユーザープレーンが地理的に離れたデータセン
ターに展開されます。UPC CUPSアーキテクチャのユーザープレーン機能をリモートで展開す
ることで、携帯電話事業者は、それを単一の EPCゲートウェイとして運用し続けることがで
きる一方で、UPの機能をトラフィック終端ポイントのすぐ近くに配置できます。EPCゲート
ウェイのユーザープレーンを主要な集約ポイントまたは終端ポイントに配置することで、携帯

電話事業者が中央の場所にバックホールする必要があるトラフィックの量が大幅に変わりま

す。この利点は、企業、ビデオコンテンツ配信、および大量のトラフィックが特定の顧客ロ

ケーションで終端できる IoTの使用例で特に重要になります。

CUPS CPは、同じ場所にある CUPS UPとリモートにある CUPS UPの両方を同時に制御でき
るため、同じ CUPS CPによって制御されるさまざまなタイプの CUPS UPの展開を混在させる
柔軟性がもたらされます。そのため、モバイルエッジコンピューティング（MEC）の要件は、
リモート CUPSで対処されます。

次の図に、リモートで展開されたユーザープレーンの使用例におけるパケットコア機能の分布

を示します。
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リモート CUPSの利点と使用例

リモート CUPSの利点と使用例は次のとおりです。

•バックホールのコスト削減

•遅延の短縮とユーザーエクスペリエンスの向上

•エンタープライズ/企業強化の使用例

•モバイルエッジコンピューティングの使用例

•運用の効率化
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